
 【
寮
歌
研
究
報
告
№
１
２
５
】 

 
 

『
一
高
寮
歌
解
説
書
の
落
穂
拾
い
』（そ
の
一
〇
五
） 詠

帰
会 

森
下
達
朗
（
一
高
同
窓
会
会
友
） 

『
全
寮
寮
歌
』
（
明
34
／
大
島
正
徳 

作
詞
、
島
崎
赤
太
郎 

作
曲
）
の
原
曲
に
つ
い
て 

【
は
じ
め
に
】 

過
日
（
10
月
26
日
）
の
一
高
秋
の
寮
歌
祭
の
折
に
ヘ
ル
マ
ン
・
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
東
大
大
学
院
教
授
（
音
楽
学
）
か
ら
、

当
初
に
一
高
『
校
友
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
全
寮
寮
歌
」
の
曲
は
、
現
行
の
楽
譜
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
、

と
の
意
外
な
お
話
を
伺
っ
た
。
初
め
て
知
る
事
柄
な
の
で
、
さ
っ
そ
く
東
大
駒
場
図
書
館
で
『
校
友
会
雑
誌
』
第
105
号
（
明

治
34
年
3
月
）
を
閲
覧
し
、
教
授
の
ご
指
摘
ど
お
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
「
全
寮
寮
歌
」
の
原
曲
が
変

更
さ
れ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
報
告
す
る
。
な
お
本
寮
歌
の
歌
詞
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
一
高
寮
歌

解
説
書
の
落
穂
拾
い
』（
増
補
新
版
、
平
成
27
年
）
で
す
で
に
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。 

●
「
全
寮
寮
歌
」
成
立
の
経
緯 

明
治
33
年
中
に
、
そ
れ
ま
で
構
外
隣
接
地
に
借
用
し
て
い
た
南･
北
寮
を
構
内
に
新
築
、
合
わ
せ
て
中
寮
を
新
築
し
て
東
・

西
・
南
・
北
・
中
の
五
寮
が
成
り
、
同
34
年
1
月
か
ら
全
寮
制
（
皆
寄
宿
制
）
が
実
現
し
た
の
を
機
に
「
全
寮
寮
歌
」（
大
島

正
徳
作
詞
、
島
崎
赤
太
郎
作
曲
）
が
作
ら
れ
、
同
34
年
3
月
1
日
開
催
の
第
11
回
紀
念
祭
で
発
表
さ
れ
た
。『
向
陵
誌
』
に
は

「
三
十
四
年
春
三
月
一
日
第
十
一
回
の
記

（
マ
マ
）

念
祭
を
催
す
。
…
…
寮
生
の
意
氣
彌
上
に
盛
ん
に
し
て
、
初
め
て
歌
は
れ
し
全
寮
々

（
マ
マ
）

歌
の
譜
も
懐
し
く
、
實
に
自
治
は
『
闇
の
中
な
る
一
筋
の
光
な
り
け
り
』」
と
あ
る
。 

本
寮
歌
の
歌
詞
に
は
寄
宿
寮
制
度
の
意
義
、
自
治
共
同
の
精
神
、
並
び
に
明
治
23
年
の
寄
宿
寮
開
設
時
に
木
下
校
長
が
示
し

た
「
四
綱
領
」
の
趣
旨
が
端
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
本
寮
歌
の
曲
に
つ
い
て
、『
一
高
寮
歌
私
観
』（
井
上
司
朗
〈
一
高
大
13
文
乙
〉
）
は
「
真
に
全
寮
寮
歌
た
る
貫
禄
を
堂
々
と

示
し
て
い
る
」
と
し
、『
一
高
寄
宿
寮
寮
歌
解
説
』（
一
高
同
窓
会
）
も
ま
た
、「
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
荘
重
か
つ
品
格
の
高
い
調

べ
を
奏
で
て
い
る
」
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
な
お
、
主
に
大
正
14
年
版
の
寮
歌
集
に
お
い
て
、
譜
に
10
箇
所
ほ
ど

の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
（
吉
田
健
彦
氏
の
サ
イ
ト
参
照
）
。 

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
正
式
な
寮
の
行
事
の
際
に
は
冒
頭
に
「
全
寮
寮
歌
」、
そ
し
て
終
わ
り
に
「
嗚
呼
玉
杯
」
を
歌
う
の
が
し

き
た
り
と
な
っ
た
。
一
高
玉
杯
会
主
催
の
春
秋
の
寮
歌
祭
に
も
こ
の
伝
統
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

●
一
高
『
校
友
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
全
寮
寮
歌
」 

 
 

明
治
期
の
一
高
寮
歌
に
つ
い
て
は
、『
校
友
会
雑
誌
』
の
各
年
の
3
月
発
行
の
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
34
年
3
月 

発
行
の
『
校
友
会
雑
誌
』
第
105
号
に
お
い
て
は
、
第
11
回
寄
宿
寮
紀
念
祭
の
記
事
を
「
既
に
し
て
新
に
成
れ
る
全
寮
々

（
マ
マ
）

歌
は 

奏
せ
ら
れ
、
各
寮
々
歌
は
順
次
に
歌
は
る
」
と
締
め
括
っ
た
あ
と
に
、
全
寮
寮
歌
及
び
東
・
西
・
南
・
北
・
中
の
5
寮
の
寮
歌 

の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
全
寮
寮
歌
の
み
数
字
譜
の
楽
譜
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
譜
、
お
よ
び
同
譜
（
ミ
ス
プ 

リ
ン
ト
訂
正
後
）
を
五
線
譜
化
し
た
楽
譜
を
、
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
教
授
の
ご
好
意
に
よ
り
3
頁
に
掲
載
し
た
の
で
ご
参
照
願
い
た 

い
。
こ
の
数
字
譜
が
現
行
曲
譜
の
原
曲
と
さ
れ
て
い
る
初
版
寮
歌
集
（
明
治
37
年
6
月
）
掲
載
の
楽
譜
（
4
頁
参
照
）
と
は 

全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
手
を
尽
く
し
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
『
一
高
同 

窓
会
会
報
』
第
24
号
（
昭
和
9
年
1
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
全
寮
寮
歌
の
作
詞
及
び
作
曲
に
関
連
し
た
寄
稿
文
が
見
つ
か
っ 

た
。
こ
れ
は
、
昭
和
10
年
に
予
定
さ
れ
た
寮
歌
集
の
抜
本
的
改
版
の
一
環
と
し
て
、
同
窓
会
及
び
生
徒
委
員
が
大
々
的
に
取
り 

組
ん
だ
「
寮
歌
作
詞
者
作
曲
者
調
査
」
に
対
す
る
レ
ス
ポ
ン
ス
と
し
て
「
同
窓
会
会
報
」
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

① 



 
●
『
一
高
同
窓
会
会
報
』
第
24
号
（
昭
和
9
年
1
月
）
へ
の
寄
稿
文 

 

▼
『
全
寮
々

（
マ
マ
）

歌
の
歌
詞
』
大
島
正
徳
（
明
34
文
科
、
東
大
文
学
部
講
師
、
一
高
講
師
） 

 
 
  

「
御
恥
し
い
次
第
だ
が
、
そ
の
前
の
寮
歌
が
あ
ま
り
に
歌
讀
み
の
歌
だ
と
云
ふ
非
難
が
あ
り
文
科
の
者
が
作
れ
と
云
ふ
相

談
一
決
し
小
生
の
室
の
者
（
三
年
生
）
が
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
破
目
と
な
り
、
し
か
も
誰
も
作
り
手
が
な
く
小
生
が
委
員
で
あ
る

の
で
押
し
つ
け
ら
れ
已
む
な
く
變
な
も
の
を
作
り
其
を
杉
先
生
菊
地
先
生
が
御
直
し
に
な
り
、
遂
に
寮
歌
と
な
っ
た
ら●

し●

い●

の
で
す
。
ら●

し●

い●

と
云
ふ
の
は
小
生
卒
業
後
譜
な
ど
も
出
來
た
と
考
へ
ま
す
。
自
分
で
寮
生
と
し
て
唱
っ
た
覺
え
な
し
。」 

 
   

【
森
下
注
】
大
島

お
お
し
ま

正
徳

ま
さ
の
り

氏
は
明
治
34
年
7
月
卒
業
で
、
も
と
よ
り
3
月
1
日
の
紀
念
祭
当
日
は
在
学
中
で
あ
り
、
し
か

も
寮
生
総
代
と
し
て
祝
辭
を
朗
讀
し
て
い
る
。「
遂
に
寮
歌
と
な
っ
た
ら
し
い
」
と
か
「
譜
な
ど
は
卒
業
後
に
出
來

た
」
と
か
、「
自
分
で
寮
生
と
し
て
唱
っ
た
覚
え
な
し
」
な
ど
と
い
う
の
は
単
な
る
照
れ
隠
し
の
表
現
で
あ
ろ
う
。 

▼
『
全
寮
々

（
マ
マ
）

歌
の
曲
』
石
倉
小
三
郎
（
明
34
文
科
、
高
知
高
等
学
校
長
） 

 
 

「
該
曲
は
昨
年
物
故
さ
れ
し
故
東
京
音
楽
学
校
教
授
島
崎
赤
太
郎
氏
の
作
に
係
り
當
時
の
谷
山
生
徒
監
が
上
野
へ
行
か
れ

依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
居
り
ま
す
。
當
時
は
生
徒
間
で
作
曲
な
ど
い
ふ
迄
に
進
み
居
ら
ず
（
其
以
前
に
榊
保
三
郎
博

士
の
名
作
曲
も
あ
り
ま
し
た
が
）
又
専
門
家
の
間
で
も
作
曲
は
あ
ま
り
振
は
ず
、
丁
度
中
學
唱
歌
集
が
始
め
て
出
た
頃
で
當

時
の
天
才
的
音
楽
家
滝
廉
太
郎
氏
の
荒
城
の
月
、
箱
根
八
里
等
が
出
て
此
方
面
に
一
時
期
を
劃
し
た
頃
で
あ
り
ま
す
。
當
時

一
高
の
音
樂
部
は
さ
る
事
情
か
ら
消
滅
し
利
益
の
餘
と
し
て
樂
友
会
な
る
も
の
が
あ
り
、
島
崎
氏
の
指
導
を
受
け
て
居
た
の

で
あ
り
ま
す
が
同
氏
に
多
忙
又
謝
禮
も
出
せ
ぬ
様
な
有
様
で
充
分
の
練
習
も
出
來
ず
、
甚
だ
振
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
島
崎

氏
も
始
め
に
作
ら
れ
た
曲
が
少
々
上
品
す
ぎ
六
ヶ
敷
い
と
い
ふ
の
で
又
別
に
改
作
し
て
貰
っ
た
り
可
成
り
手
數
を
經
た
も
の

で
す
。
今
傳
っ
て
居
る
の
は
後
者
の
方
で
す
。
前
者
の
方
も
自
分
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
は
暗
唱
し
て
い
ま
す
。
島
崎
氏
自
筆

の
譜
も
あ
る
筈
で
（
震
災
に
焼
け
な
け
れ
ば
）
今
と
な
っ
て
は
こ
れ
も
歴
史
的
遺
物
で
す
。（
後
略
）」 

 
 
 

【
森
下
注
】
石
倉
小
三
郎
氏
の
一
高
卒
業
は
明
治
34
年
7
月
、
一
方
島
崎
赤
太
郎
氏
は
同
35
年
3
月
に
留
学
の
た
め
ド

イ
ツ
に
渡
航
し
た
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、「
全
寮
寮
歌
」
の
原
曲
が
島
崎
氏
に
よ
っ
て
改
作
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、
原
曲
が
発
表
さ
れ
た
明
治
34
年
3
月
1
日
か
ら
数
か
月
以
内
く
ら
い
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
改
作

さ
れ
た
方
の
数
字
譜
が
初
版
の
寮
歌
集
（『
校
友
会
雑
誌
』
第
138
号
号
外
、
明
治
37
年
6
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

◎
石
倉

い
し
く
ら

小
三
郎

こ
さ
ぶ
ろ
う

＝
明
治
34
年
一
高
文
科
卒
。
一
高
で
は
音
楽
部
。
東
大
独
文
科
卒
。
明
治
36
年
に
は
、
日
本
初

演
の
グ
ル
ッ
ク
の
オ
ペ
ラ
『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
』（
一
高
水
泳
部
部
歌
「
狭
霧
は
れ
ゆ
く
」
の
原
曲
と
さ
れ
る
）

の
訳
詞
を
乙
骨
三
郎
、
近
藤
朔
風
と
協
力
し
て
完
成
さ
せ
た
。
の
ち
に
高
知
高
校
、
大
阪
高
校
の
校
長
を

務
め
た
。
音
楽
評
論
家
。
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ
ン
の
『
流
浪
の
民
』
の
訳
詞
で
知
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

◎
島
崎

し
ま
ざ
き

赤
太
郎

あ
か
た
ろ
う

＝
明
治
26
年
東
京
音
楽
学
校
専
修
部
卒
業
。
母
校
の
助
教
と
な
り
、
明
治
35
年
か
ら
39
年
ま
で

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
王
立
音
楽
院
に
留
学
。
留
学
中
に
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
る
。。
音
楽
教
育

者
。
オ
ル
ガ
ン
奏
者
。
文
部
省
唱
歌
編
纂
委
員
を
務
め
尋
常
小
学
唱
歌
な
ど
の
選
曲
に
も
尽
力
し
た
。 

●
「
全
寮
寮
歌
」
の
原
曲
に
対
す
る
ゴ
チ
ェ
フ
ス
キ
教
授
の
所
見
（
筆
者
あ
て
の
メ
ー
ル
か
ら
） 

「
今
の
旋
律
よ
り
も
こ
の
原
譜
の
方
が
立
派
な
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
リ
ズ
ム
が
西
洋
的
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
半
音
が

入
っ
て
い
る
な
ど
、
当
時
の
寮
生
に
は
歌
い
に
く
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。（
ま
た
、
単
旋
律
で
歌
う
と
和
声
進
行
が
分

か
り
に
く
い
の
で
、
伴
奏
で
和
声
を
付
け
な
が
ら
歌
っ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。）
」 

以 

上 

② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日)

 






